
きなかった検体についても，変更法で検出できたことによる

ものと考える．また，CMV は初感染を受けた乳幼児では，

不顕性感染の形で数年に渡って排出される12) ため，他のウイ

ルスと比較して検出率が高くなったと考えられる． 

変更法で新たに HPeV 陽性となった検体について，ダイレ

クトシークエンスによりウイルスの同定を行った結果，全て

HPeV-1 であった．CMV についても，新たに陽性となった検

体について，ダイレクトシークエンスにより目的ウイルスで

あることを確認している． 

 

表 4 既知検体を用いた妥当性評価 

陽性 陰性 陽性 陰性

PIV1 40 4 36 4 36 100
PIV2 40 0* 40 0 40 100
PIV3 40 12 28 12 28 100
hMPV 23 4 19 4 19 100
HPeV 36 3 33 6 30 91.7
AdV 34 2 32 2 32 100
EBV 19 2 17 2 17 100
CMV 22 1 21 7 15 72.7
H1pdm09 40 6 34 6 34 100
H3 40 6 34 6 34 100
ビクトリア 40 6 34 6 34 100
山形 40 6 34 6 34 100
RSV(A) 24 3 21 3 21 100
RSV(B) 24 7 17 7 17 100

*PIV2は陽性コントロールとした1検体以外は，当センターでの陽性検体無し

一致率（%）

PIV

Influ

RSV

従来法 変更法
ウイルス 検体数

 

 

Ⅳ まとめ 

呼吸器系疾患ウイルスを迅速かつ簡便に検出する検査法と

して，Multiplex PCR 法の導入とリアルタイム PCR 法の反応

条件の統一化を検討した． 

Multiplex PCR 法では，全ての反応条件の統一により，1 台

のサーマルサイクラーで対応可能となったことで，他の検査

も並行して実施しやすい環境が整備された． 

リアルタイム PCR 法についても，変更法では，従来の反応

時間よりも 1 時間程度短縮され，さらにインフルエンザウイ

ルスと RSV が同時に検出可能となり，検査効率が向上した． 

また，従来よりも検出感度が上昇したウイルスについては，

これまでよりも検出率が向上することが期待される．ただし，

CMV のような多くの小児が保有しているウイルスでは，原

因ウイルスでなくても検出される可能性があるため，他のウ

イルスの検出状況や症状等を考慮して，総合的に判断する必

要がある． 

今後の研究では，Multiplex PCR 法の反応時間短縮や検出ウ

イルスの拡充を検討し，さらなる迅速検査法の確立を目指し

たい． 
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要 旨 

 
 徳島県沿岸海域における植物プランクトンと有機物による水質汚濁の状況を把握するため，それぞれの指標であるク

ロロフィル a（以下「Chl a」という．）と化学的酸素要求量（以下「COD」という．）の調査結果を取りまとめたとこ

ろ，河口付近及び港内の地点と沖合の地点では異なる傾向が見られた． 

 

Key words：植物プランクトン Phytoplankton，クロロフィル a Chlorophyll a，化学的酸素要求量 COD 

 

 

Ⅰ はじめに 

徳島県は播磨灘（瀬戸内海），紀伊水道，太平洋と三つの

異なる性質の海域に囲まれ，豊かな水産資源に恵まれている. 

この豊かな水産資源の保全のため，生物多様性や生産性の

確保が求められている.生物多様性や生産性の基礎となる生

態系において，植物プランクトンは，海洋生物の生物生産を

支える1 次生産者として，二酸化炭素を吸収し，炭素固定の

役割を担っている.また，一連のライフサイクルを通じて地球

規模での物質循環において重要な役割を担う一方，水質汚濁

の原因にもなり得る有機物の一つとして存在している.1) 

そこで，今回，徳島県沿岸海域における植物プランクトン

と有機物の状況を把握するため，環境の異なる6地点におい

て，それぞれの指標であるChl a濃度とCODについて取りま

とめたので報告する. 

 

 

 

 

Ⅱ 方法 

１ 調査期間 

 2004年5月から2021年3月までの原則奇数月に調査した． 

２ 調査地点 

 徳島県沿岸海域の公共用水域常時監視地点のうち図 1 に示

す県北沿岸海域，紀伊水道海域，県南沿岸海域，小松島港，

橘港の5 海域・6 地点について調査した． 

調査地点の詳細については，表1 に示す. 

なお，測定水深は表層（海面下0.5 m位置）である. 

３ 分析方法 

Chl aについては，吸光光度法（「海洋観測指針」6.3〈植物

色素の測定〉）により分析した． 

COD については，JIS K 0102 規格 17 に基づく方法により

分析した． 
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表1 調査地点の詳細 2) 

 

 

Ⅲ 結果 

表2 に各地点のChl a濃度及びCOD の平均値，中央値，

最頻値，最小値，最大値を示す．Chl a濃度については，河

口付近の地点である紀伊水道海域 st-9 や，港内の小松島港

st-3 において他の地点よりも平均値，中央値が高く，沖合の

地点である県北沿岸海域 st-1や県南沿岸海域 st-2 は，平均

値，中央値が低い傾向が見られた． 

CODについても同様の傾向であった．

図1 調査地点 

令和4年度徳島県公共用水域及び地下水の水質の測定に関する計画より抜粋 

 

表2 各地点のChl a濃度及びCOD

（平均値，中央値，最頻値，最小値，最大値） 

     

次に，図 2 に河口付近，港内の地点（紀伊水道海域 st-9，小

松島港 st-3，橘港 st-1）と沖合の地点（県北沿岸海域 st-1，紀

伊水道海域 st-2，県南沿岸海域 st-2）におけるChl a濃度の推移

について示す．河口付近，港内の地点は夏季，秋季に Chl a 濃

度が高くなり，冬季に低くなる季節変動がみられた．沖合の地

点では，紀伊水道海域 st-2 において同様の季節変動が見られた

ものの，他の2 地点は低濃度で明らかな季節変動は見られなか

った． 

海域名 地点名 地点詳細

県北沿岸海域 st-1 鳴門市北灘沖約6000 m地点．

播磨灘南部に位置する．

st-2 勝浦川河口沖約8000 m地点．
st-9からさらに沖に位置する．

st-9 新町川河口沖約700 m地点．

県南沿岸海域 st-2
海部郡美波町の南約6000 m地点．

太平洋に面し，黒潮の影響を受け

やすい．

橘港 st-1 橘港内長島の南約200 m地点．

紀伊水道海域

小松島港 st-3
小松島市小神子から和田ノ鼻へ向

かう約800 m地点．

小松島港内に位置する．

Chl a

平均値

中央値

最頻値

最小値

最大値

(μg/L)
COD

平均値

中央値

最頻値

最小値

最大値

(mg/L)

0.7
3.1 2.8 3.5 4.5 3.9 2.6
0.6 0.9 1.0 0.4 0.9

1.3
1.5 1.4 1.5 1.0 1.4 1.4
1.4 1.3 1.8 1.0 1.7

橘港　st-1
1.4 1.4 1.9 1.0 1.8 1.4

県北沿岸海域　st-1 紀伊水道海域　st-2 紀伊水道海域　st-9 県南沿岸海域　st-2 小松島港　st-3

0.1
5.0 25.8 36.0 2.4 24.7 6.7
0.1 0.1 0.3 0.1 0.4

1.4
0.7 0.7 1.7 0.2 1.5 0.7
0.8 1.2 3.0 0.4 2.8

橘港　st-1
1.1 1.9 5.4 0.5 4.5 1.7

県北沿岸海域　st-1 紀伊水道海域　st-2 紀伊水道海域　st-9 県南沿岸海域　st-2 小松島港　st-3

 

河口付近，港内の地点 

 
 沖合の地点 

図2 各地点のChl a濃度 

 

河口付近，港内の地点 

 
                           沖合の地点 

                          図3 各地点におけるChl a濃度とCODとの相関              
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CODについても同様の傾向であった．
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次に，図 2 に河口付近，港内の地点（紀伊水道海域 st-9，小

松島港 st-3，橘港 st-1）と沖合の地点（県北沿岸海域 st-1，紀
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について示す．河口付近，港内の地点は夏季，秋季に Chl a 濃

度が高くなり，冬季に低くなる季節変動がみられた．沖合の地

点では，紀伊水道海域 st-2 において同様の季節変動が見られた

ものの，他の 2 地点は低濃度で明らかな季節変動は見られなか

った． 

海域名 地点名 地点詳細

県北沿岸海域 st-1 鳴門市北灘沖約6000 m地点．

播磨灘南部に位置する．

st-2 勝浦川河口沖約8000 m地点．
st-9からさらに沖に位置する．

st-9 新町川河口沖約700 m地点．

県南沿岸海域 st-2
海部郡美波町の南約6000 m地点．

太平洋に面し，黒潮の影響を受け

やすい．

橘港 st-1 橘港内長島の南約200 m地点．

紀伊水道海域

小松島港 st-3
小松島市小神子から和田ノ鼻へ向

かう約800 m地点．

小松島港内に位置する．
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さらに，既報 3) ,4) において，橘港のChl a濃度とCODとの間

に相関が見られたことから，今回の調査地点について Chl a 濃

度と COD との関係について解析を行った．図 3 に各地点にお

けるChl a濃度とCODとの相関について示す． 河口付近の地

点である紀伊水道海域 st-9 や，港内に位置する小松島港 st-3及

び橘港 st-1 では中程度の相関関係が見られた．一方，沖合の地

点では，紀伊水道海域 st-2 で中程度の相関関係が見られたもの

の，県北沿岸海域 st-1 は弱い相関がある程度で，県南沿岸海域

st-2 では，ほとんど相関が見られなかった． 

 

Ⅳ まとめ 
河口付近及び港内の地点では，Chl a濃度，CODの平均値，

中央値は高い傾向であった．また，Chl a濃度は夏季，秋季にお

いて高く，Chl a 濃度と COD は中程度の相関関係が見られた． 

一方，沖合の地点では，Chl a濃度及びCODの平均値，中央

値は低い傾向であった．また，紀伊水道海域 st-2 を除く沖合の

地点では，Chl a濃度の明らかな季節変動やCODとの相関は見

られなかった． 

今後も調査を継続するとともに，他の項目との関係について

も解析を検討したい． 
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